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二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日　

開
催

米
大
統
領
予
備
選
と
ニ
ュ
ー
ス
報
道
―
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
に
変
化 

我
孫
子
和
夫

■
講
演
者
…
…
我
孫
子
和
夫
（
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
客
員
教
授
）

■
司　

会
…
…
高
杉
忠
明
（
本
学
英
米
語
学
科
教
授
）

（
本
稿
は
第
四
〇
回
Ｇ
Ｃ
Ｉ
キ
ャ
ン
パ
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー
・
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
、
二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日
に
神
田
外
語
大
学
で
行
っ
た
講
演

の
内
容
と
、
そ
の
際
に
配
布
し
た
論
評
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。）

昨
年
、
不
動
産
王
と
呼
ば
れ
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
共
和
党

か
ら
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
を
表
明
し
、
党
の
候
補
者
指
名
獲
得
に
向

け
て
選
挙
活
動
を
始
め
た
頃
、
米
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
泡
沫
候
補
の
一
人

と
し
て
捉
え
、
真
剣
に
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
同
氏
の
過
激
な
発
言
も
、

自
己
陶
酔
的
で
変
わ
り
者
の
資
産
家
が
世
間
の
注
目
を
集
め
る
た
め
、

「
余
興
」
を
演
じ
て
い
る
と
の
理
解
だ
っ
た
。
事
実
、
オ
ン
ラ
イ
ン
新
聞

の
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は
昨
年
一
二
月
ま
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
関
連

の
ニ
ュ
ー
ス
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
欄
に
掲
載
し
て
い
た
。

し
か
し
、
大
方
の
予
想
を
覆
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
共
和
党
大
統
領
候

補
と
し
て
の
指
名
獲
得
争
い
の
ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

全
米
一
一
州
で
予
備
選
・
党
員
集
会
が
行
わ
れ
、
前
半
戦
最
大
の
山
場

と
な
っ
た
三
月
一
日
の
「
ス
ー
パ
ー
チ
ュ
ー
ズ
デ
ー
」
で
六
州
を
制
し
、

全
米
五
州
で
予
備
選
が
実
施
さ
れ
た
一
五
日
の
「
ミ
ニ
・
ス
ー
パ
ー

チ
ュ
ー
ズ
デ
ー
」
で
も
、
フ
ロ
リ
ダ
、
イ
リ
ノ
イ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
の
三
州
で
勝
利
し
た
。
オ
ハ
イ
オ
州
で
は
同
州
知
事
の
ジ
ョ
ン
・

ケ
ー
シ
ッ
ク
氏
が
勝
ち
、
候
補
者
指
名
へ
の
希
望
を
つ
な
い
だ
も
の
の
、

共
和
党
主
流
派
が
推
す
マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
上
院
議
員
は
地
元
の
フ
ロ
リ

ダ
州
で
敗
れ
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
オ
ハ
イ
オ
、
フ
ロ
リ
ダ
の

両
州
は
「
勝
者
総
取
り
」
方
式
を
採
っ
て
お
り
、
勝
者
が
全
て
の
代
議

員
を
獲
得
し
た
。
比
例
配
分
方
式
の
ミ
ズ
ー
リ
州
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
と

テ
ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
氏
が
僅
差
の
接
戦
を
演
じ
、
ほ
ぼ
同
数
の
代
議
員

を
分
け
合
っ
た
。

そ
し
て
五
月
初
め
、
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
氏
と

ケ
ー
シ
ッ
ク
氏
が
相
次
い
で
予
備
選
か
ら
撤
退
し
た
た
め
、
不
測
の
事



17

米大統領予備選とニュース報道

態
が
発
生
し
な
い
限
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
共
和
党
大
統
領
候
補
者
と
し

て
の
指
名
を
確
実
に
し
た
。

一
方
、
民
主
党
で
は
、
主
に
若
者
た
ち
の
支
持
を
集
め
て
い
る
「
民

主
社
会
主
義
者
」
の
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
が
予
想
外
の
善
戦
を

展
開
し
て
い
る
も
の
の
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
着
実
に
代
議

員
獲
得
数
を
伸
ば
し
、
指
名
獲
得
に
大
き
く
近
づ
い
て
い
る
。
三
月
一

五
日
夜
の
勝
利
宣
言
ス
ピ
ー
チ
で
は
大
統
領
選
挙
本
戦
を
意
識
し
、

「
我
々
の
最
高
司
令
官
（
大
統
領
）
は
国
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国

に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
を

偉
大
な
国
に
し
た
も
の
を
失
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏

を
け
ん
制
し
た
。

し
か
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
も
国
務
長
官
在
任
中
に
私
的
メ
ー
ル
ア
カ

ウ
ン
ト
を
使
っ
て
公
務
の
メ
ー
ル
を
交
わ
し
て
い
た
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
ウ
ォ
ー
ル
街
や
資
産
家
か
ら
の
多
額
政
治
献
金
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
激
し
く
攻
撃
さ
れ
て

い
る
。

遅
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
転
換

ト
ラ
ン
プ
氏
は
数
々
の
暴
言
を
吐
い
て
お
り
、
昨
年
六
月
に
は
メ
キ

シ
コ
不
法
移
民
を
「
麻
薬
密
売
人
」「
強
姦
犯
」
と
決
め
つ
け
、
米
国
・

メ
キ
シ
コ
国
境
に
「
万
里
の
長
城
」（“G

reat W
all ”

） 

を
建
設
す
る
な

ど
と
発
言
し
、
物
議
を
か
も
し
た
。
ま
た
、
一
二
月
に
は
「
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
入
国
禁
止
」
を
主
張
し
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
か
ら
厳
し
く
批
判
さ

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
そ
の
直
後
の
社
説
で
、
ま
だ
選

挙
投
票
は
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
は
既
に
米
国
民

主
主
義
の
根
幹
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
国
際
的
に
も
重
大
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

同
様
に
、
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
創
始
者
で
編
集
長
の
ア
リ
ア

ナ
・
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
氏
は
自
身
の
ブ
ロ
グ
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
関
連
の

ニ
ュ
ー
ス
を
エ
ン
タ
メ
欄
に
掲
載
す
る
方
針
を
撤
回
す
る
と
発
表
し
た
。

講演する我孫子先生
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同
紙
で
は
今
後
、
重
大
な
政
治
問
題
と
し
て
扱
い
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
芝

居
っ
気
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
人
種
差
別
的
発
言
を
す
れ
ば
、
人

種
差
別
主
義
者
と
呼
び
、
性
差
別
的
発
言
を
す
れ
ば
、
性
差
別
主
義
者

と
呼
ぶ
と
述
べ
た
。

実
際
、
筆
者
が
最
近
調
べ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
に
関
す
る
記
事
の
末
尾
に

は
、「
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
は
繰
り
返
し
政
治
的
暴
力
を
煽
り
、
常
習

的
な
う
そ
つ
き
で
、
激
し
い
外
国
人
嫌
い
、
人
種
差
別
主
義
者
、
女
性

蔑
視
者
、
バ
ー
サ
ー（
出
自
を
理
由
に
他
人
を
判
断
す
る
人
）、
そ
し
て
、

一
六
億
人
に
上
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
全
員
の
米
国
へ
の
入
国
を
禁
止
す
る

と
何
度
も
宣
言
し
た
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
編
集
者
注
が
付
け
加
え
ら

れ
て
い
た
。

（
講
演
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
虚
偽
に
満
ち
た
発
言
を
面
白
お
か
し
く

検
証
し
た
、
米
国
の
人
気
テ
レ
ビ
番
組 “Last W

eek Tonight w
ith 

John O
liver ” 

を
紹
介
。）

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
増
大

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
な
ど
、
影
響
力
の
あ
る
主

要
新
聞
は
、
社
説
や
オ
ピ
ニ
オ
ン
欄
で
ト
ラ
ン
プ
氏
を
厳
し
く
批
判
し

て
い
る
が
、
な
ぜ
彼
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
論
議
を
呼
ぶ
話
題
を
提
供
し
て
メ
デ
ィ
ア
露
出
を
図
っ
た

ト
ラ
ン
プ
氏
の
戦
略
が
成
功
し
た
こ
と
に
加
え
、
メ
デ
ィ
ア
側
の
初
期

報
道
に
判
断
ミ
ス
が
あ
り
、
虚
偽
に
満
ち
た
彼
の
発
言
を
厳
し
く
精
査

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、
政
治
経
済
の
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト（
支
配
層
）に
対
す
る
不
満
を
持
っ
た
人
々
の
琴
線
に

触
れ
る
挑
発
的
な
発
言
を
繰
り
返
し
、
彼
ら
の
支
持
を
得
た
こ
と
も
大

き
な
要
素
と
な
っ
た
。

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
も
二
〇
〇
八
年
の
選
挙
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
斬
新
な
方
法
で
活
用
し
、
力
強
く
熱
心
な
支
持
者
の
オ
ン
ラ

イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
今
回
の

ト
ラ
ン
プ
氏
の
取
り
組
み
方
は
趣
が
異
な
る
。
彼
の
戦
略
は
、
理
不
尽

で
攻
撃
的
あ
る
い
は
挑
発
的
な
言
動
で
メ
デ
ィ
ア
界
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
こ
と
だ
っ
た
、
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー

（
Ｃ
Ｊ
Ｒ
）の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
保
護
委
員
会
専
務
理

事
の
ジ
ョ
エ
ル
・
サ
イ
モ
ン
氏
は
分
析
す
る
。
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
既
存

メ
デ
ィ
ア
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
拡
散
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン

プ
氏
が
絶
え
間
な
く
発
す
る
ツ
イ
ー
ト
は
、
対
立
候
補
や
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
毒
舌
で
溢
れ
て
い
た
。（
講
演
で
は
い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
。）

三
月
一
四
日
付
で
Ｃ
Ｊ
Ｒ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
サ
イ
モ
ン

氏
の
論
文
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動
は
多
く
の
非
難
を
浴
び
た

が
、
彼
が
発
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
同
意
し
た
人
々
は
彼
の
選
挙
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
他
の
人
々

の
存
在
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

彼
ら
が
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
上
げ
始
め
、
そ
れ
が
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ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
熱
狂
的
な
支
持
を
広
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
い
う
。

メ
デ
ィ
ア
や
心
理
学
分
野
で
の
研
究
で
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

同
じ
考
え
を
持
っ
た
者
同
士
が
閉
ざ
さ
れ
た
環
境
の
中
で
情
報
や
意
見

を
交
わ
す
と
、「
エ
コ
ー
室
効
果
」（“echo cham

ber eff ect ”

） 

が
生

ま
れ
、
そ
う
し
た
情
報
や
意
見
が
増
幅
さ
れ
て
強
固
な
も
の
に
な
っ
て

く
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
人
々
は
異
な
っ
た
意
見
に
耳

を
傾
け
な
く
な
り
、
対
立
す
る
情
報
や
意
見
を
拒
絶
す
る
よ
う
に
な
る
。

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
昨
年

八
月
よ
り
行
っ
て
き
た
選
挙
へ
の
影
響
力
に
関
す
る
調
査
で
も
、「
旧
来

の
影
響
力
を
持
っ
た
階
層
が
崩
壊
し
、
新
た
な
影
響
力
の
寄
せ
集
め
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
役
割

が
成
長
し
て
い
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
六
八
〇
万
人
に
上
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
ズ
を
抱
え
、
第
二

位
の
ル
ビ
オ
氏
（
一
三
〇
万
人
）
や
他
の
対
立
候
補
を
圧
倒
し
て
い
た
。

米
国
や
世
界
の
人
々
の
問
題
意
識
や
意
見
・
傾
向
を
調
査
す
る
シ
ン

ク
タ
ン
ク
、
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
が
今
年
一
月
に
実
施
し

た
政
治
ニ
ュ
ー
ス
取
得
方
法
に
関
す
る
調
査
の
結
果
報
告
に
よ
る
と
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
米
国
成
人
が
最
も
役
に
立
っ
て
い
る
と
し
て
挙
げ

た
の
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
二
四
％
）
で
、
そ
の
後
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア（
一
四
％
）、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ（
一
四
％
）、
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
ア
プ
リ（
一
三
％
）、
ラ
ジ
オ（
一
一
％
）、
夜
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス（
一
〇
％
）と
続
く
。
新
聞
に
つ
い
て
は
、
地
元

紙
（
三
％
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
、

Ｕ
Ｓ
Ａ
ツ
ゥ
デ
ー
な
ど
の
「
全
国
紙
」（
二
％
）と
、
ほ
ぼ
底
辺
に
位
置

し
て
い
る
。（
図
表
1
参
照
）

年
代
別
に
見
る
と
、
一
八
歳
か
ら
二
九
歳
ま
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
第
一
位（
三
五
％
）に
挙
げ
て
お
り
、
少
し
離
れ
て
ニ
ュ
ー
ス

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
（
一
八
％
）、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
一
二
％
）、

ラ
ジ
オ
（
一
一
％
）、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
（
一
〇
％
）
が
続
く
。
地
元
紙

や
全
国
紙
を
挙
げ
た
回
答
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
％
し
か
い
な
か
っ
た
。

一
方
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
と
、
圧
倒
的
多
数
が
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ（
四
三
％
）を
頼
り
に
し
て
お
り
、
夜
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
レ

ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
（
一
七
％
）、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
（
一
〇
％
）、
地
元
紙

（
六
％
）が
そ
の
後
に
続
く
。
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
、
ラ図表1
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ジ
オ
、
全
国
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
五
％
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
政

治
情
報
を
得
て
い
る
回
答
者
は
一
％
だ
っ
た
。（
図
表
2
参
照
）

興
味
深
い
調
査
結
果
で
あ
り
、
一
定
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
テ

レ
ビ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
新
聞
が
報
じ
た
ニ
ュ
ー
ス
情
報
を

引
用
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
額
面
通
り
に
評
価
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
要
因
を
考

慮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
新
聞
の
影
響
力
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
な
よ
う
だ
。

様
変
わ
り
し
た
政
治
報
道
と
ニ
ュ
ー
ス
消
費
方
法

一
九
七
二
年
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
共
和
党
候
補
と
ジ
ョ
ー

ジ
・
マ
ク
ガ
バ
ン
民
主
党
候
補
が
争
っ
た
大
統
領
選
挙
の
報
道
で
ピ
ュ

リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た
、
元
Ａ
Ｐ
通
信
社
副
社
長
兼
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ミ
ア
ー
ズ
氏
は
、
時
代
の
変
遷
や
情
報
技
術
の
進
歩

と
と
も
に
政
治
報
道
の
性
質
や
人
々
の
ニ
ュ
ー
ス
消
費
方
法
も
大
き
く

変
わ
っ
た
と
い
う
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
四
六
時
中
繰
り
返
し
ニ
ュ
ー
ス
を
放
映
し
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
延
々
と
意
見
を
述
べ
る
。
そ
し

て
多
く
の
人
々
は
ニ
ュ
ー
ス
と
意
見
を
判
別
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
分
析
す
る
。「
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
々
が
自
分
の
政
治
姿
勢
に
合

致
す
る
も
の
だ
け
に
目
を
注
ぎ
、
耳
を
傾
け
、
あ
ら
か
じ
め
形
成
さ
れ

た
自
分
の
意
見
に
そ
ぐ
わ
な
い
客
観
的
見
解
を
提
示
す
る
メ
デ
ィ
ア
を

図表2
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容
赦
な
く
非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
ミ
ア
ー
ズ
氏
は
嘆
く
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴
び
る
た
め
に
衝
撃
的
な
言

動
を
と
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
収
益
構
造
を
利
用
し
て
自
分
の

声
を
増
幅
さ
せ
る
戦
略
を
展
開
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
同
氏
の
戦
略
に
利

用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
評
も
あ
る
よ
う
に
、
同
氏
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
扱
う
と
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
は
上
昇
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ

デ
ィ
ア
の
ア
ク
セ
ス
数
も
増
大
し
た
。
視
聴
率
が
上
が
れ
ば
広
告
収
入

も
増
え
る
た
め
、
従
来
型
テ
レ
ビ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
含
め
、
必
要
以
上
に
メ
デ
ィ
ア
露
出
の
機
会
を

提
供
し
た
と
の
批
判
も
あ
る
。

元
Ａ
Ｐ
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
政
治
コ

ラ
ム
ニ
ス
ト
の
ロ
ン
・
フ
ル
ニ
エ
氏
は
、
米
国
社
会
や
政
治
シ
ス
テ
ム

は
確
か
に
変
革
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
も
っ

と
良
い
方
法
が
あ
る
は
ず
だ
と
説
く
。
三
月
一
四
日
に
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
誌
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
変
革
へ
の
動
き
は
、
よ
り
深
刻
な
社
会
の
分
裂

と
よ
り
多
く
の
暴
力
を
招
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

政
治
の
分
極
化
は
さ
ら
に
進
み
、
財
政
赤
字
、
気
候
変
動
、
移
民
問
題
、

イ
ン
フ
ラ
崩
壊
、
人
種
問
題
、
所
得
不
均
衡
な
ど
、
長
期
的
な
取
り
組

み
を
要
す
る
問
題
へ
の
対
応
が
さ
ら
に
遅
れ
る
だ
ろ
う
と
危
惧
し
て
い

る
。
ま
た
、
優
秀
な
若
者
た
ち
が
政
府
や
政
治
を
見
限
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
変
革
を
約
束
す
る
こ
と
で
一
部
の
人
々
を
活
気
づ
け

た
が
、
実
際
に
は
米
国
を
過
去
の
暗
い
時
代
へ
と
導
こ
う
と
し
て
い
る
。

行
き
詰
っ
た
現
状
を
打
破
で
き
る
の
は
自
分
た
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
目
覚
め
、
多
く
の
人
々
が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
ろ
向

き
に
な
り
が
ち
な
政
治
的
悪
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
、
建
設
的

な
変
革
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
国
民
が
い
ま
目
覚

め
な
け
れ
ば
、
米
国
社
会
は
ト
ラ
ン
プ
氏
と
共
に
「
旋
回
し
な
が
ら
排

水
管
に
流
れ
落
ち
て
し
ま
う
」
と
、
フ
ル
ニ
エ
氏
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

「
不
寛
容
の
時
代
」
の
訪
れ
か

こ
う
し
た
傾
向
は
米
国
社
会
だ
け
に
限
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

い
て
も
、
戦
禍
や
圧
政
か
ら
逃
れ
て
く
る
シ
リ
ア
難
民
を
中
心
と
す
る
、

中
東
各
地
か
ら
の
絶
え
間
な
い
難
民
・
移
民
流
入
に
直
面
し
、
総
じ
て

閉
鎖
的
に
な
っ
て
き
た
。
多
く
の
国
々
で
移
民
排
斥
を
主
張
す
る
極
右

政
党
が
勢
力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、「
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
ト
ラ
ン
プ
」
と
呼
ば
れ
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
氏
が
大
統
領

に
当
選
し
た
。
経
済
が
低
迷
し
、
不
安
や
不
満
が
ま
ん
延
し
て
い
る
今
、

世
界
は
「
不
寛
容
の
時
代
」
に
入
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

七
月
に
は
共
和
党
と
民
主
党
の
全
国
大
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
統
領
候
補
者
が
指
名
さ
れ
る
。
共
和
党
主
流
派
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
党

の
基
本
政
策 （platform

） 

を
順
守
す
る
誓
約
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
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て
い
る
と
い
う
。
も
し
誓
約
を
拒
め
ば
、
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
同

氏
を
支
持
し
な
い
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。

米
国
憲
法
に
謳
わ
れ
て
い
る
理
念
や
米
国
人
全
体
の
良
識
が
試
さ
れ

る
問
題
と
な
っ
て
き
た
と
考
え
る
が
、
果
た
し
て “Love trum

ps 
hate ”

（「
愛
は
切
り
札
を
出
し
て
憎
し
み
に
勝
つ
」）
と
な
る
か
、
世
界

が
今
後
の
成
り
行
き
に
注
目
し
て
い
る
。

司会の高杉先生

質問をする学生


